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■概要

■取り組み事例の紹介

地域創生の具現化には，それに携わる組織が地域の資産や価値を適切に把握し，それらを地域内外へ
有効に伝えなければなりません。また，現代の企業にあっては，地域ブランド向上や社会課題の解決に
積極的に取り組むこと（CSV：Creating Shared Value，共通価値の創造）が求められています。この取り
組みを通じて，ブランド・イメージの向上や従業員の能力が高まるなど，企業価値の向上につながると認
識されるようになりました。我々の研究室では，企業，自治体，諸団体とともに，地域ブランディングや
CSVの調査，研究，社会連携に取り組んでいます。

価値共創によるブランディング

【キーワード】

〈カワイイニイガタキモノプロジェクト〉

本プロジェクトでは新潟市内の貸衣装店，県内の織物メーカーと卒業式用の晴れ着の商品開発を行っています。
新潟の若い女性が卒業式という晴れの場で，新潟の伝統衣裳に袖を通すという感動体験を通して，新潟の織物あ
るいは新潟という地域に愛着を抱いてもらうことを目的とし，県内織物産業の活性化に寄与しています。
大学生の発想を引き出すワークショップによるデザイン決定，マーケティング調査による価格帯の導出により製
作を行いました。製作後は大学内での着物撮影会，新潟美人１００人会議などにてのファッションショー，SNSを通
じたプロモーションを展開しました。

〈小千谷ブランディング・プロジェクトでのヘルスツーリズム〉
本プロジェクトでは小千谷市内の企業，地域団体と連携し，地域資産の掘り起こしと発信を行ってきました。本年
度は市内の名所をめぐるサイクリングコースを設定し，体験価値の提供による地域ブランディング，次世代への担
い手育成を目的としたヘルスツーリズム調査を展開しています。

地域ブランド CSV 関係性マーケティング 価値共創 コミュニティ・デザイン

・地域ブランディングの施策に積極的な自治体，地域や社会への貢献を志向する企業や団体の皆さ
まとのコラボレーションを期待しています。


